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Ａ－１　子ども本位の養育・支援
Ａ－１－（１）子どもの尊重と最善の利益の考慮
Ａ①　Ａ－１－（１）－①　社会的養護が子どもの最善の利益を目指して行われることを職員が共通して理解し、日々の養育・支援において実践している。
	【判断基準】
ａ）社会的養護が子どもの最善の利益を目指して行われることを職員が共通して理解し、日々の養育・支援において実践している。
ｂ）社会的養護が子どもの最善の利益を目指して行われることを職員が共通して理解し、日々の養育・支援において実践しているが、十分ではない。
ｃ）社会的養護が子どもの最善の利益を目指して行われることの職員の共通の理解がなく、日々の養育・支援において実践していない。


評価の着眼点
□養育・支援の内容が子どもにとって最善の利益になっているかを、振り返り検証する機会が設けられている。
□子どもの養育や成長にとって何が最善なのかを、職員間において常に話し合える環境にある。
□職員が日々子どもとのやり取りを振り返り、必要に応じてスーパービジョンを受けられる環境が整っている。
□受容的・支持的なかかわりを基本としながらも、養育者として伝えるべきメッセージはきちんと伝えるなど、子どもの状況に応じて適切な対応ができるよう、常に子どもの最善の利益を考慮し真摯に向き合っている。
評価基準の考え方と評価の留意点
（１）目的
○本評価基準では、「子どもの最善の利益」を目指した養育・支援の視点が、施設における方針として明確に示され、職員の共通理解のために具体的な取組がなされ、かつ、日常の実践に活かされていることを評価します。
（２）趣旨・解説
○社会的養護を必要とする子どもは、施設入所以前に自分自身を大切にされた経験がない状況で入所してくることが少なくありません。児童福祉の理念に基づき、すべての子どもが尊重され、最善の利益が考慮されることが必要であり、そのために児童養護施設の存在があることを常に確認し実践に取り組むことを職員全体で共有することが重要です。
○しかし、現実は職員によっては「何が最善なのか」に違いが生じます。たとえば今の子どもの安定を最善と考えるのか、長期的安定を最善と考えるのかによっても判断が異なってくる場合や職員自身の育ちや価値観の相違が生じるものです。常に子どもの尊重と最善の利益を中心に掲げ、職員間や子どもとの間で、また職員間において十分な話し合い（コミュニケーション）が保障できているかが重要です。
（３）評価の留意点
○子どもの最善の利益の追求を目指した養育・支援を行うために、職員一人ひとりに倫理観、人間性並びに職員としての職務及び責任の理解と自覚を促すための取組を評価します。
○施設全体の質の向上を図るため、職員一人ひとりが、養育実践や研修を通じて専門性を高めるとともに、養育実践や養育の内容に関する職員の共通理解や意見交換を図り、協働性を高めていく取組も評価します。
○職員同士の信頼関係とともに、職員と子ども及び職員と保護者等との信頼関係を形成していく中で、常に自己研鑽に努め、喜びや意欲を持って養育・支援に当たっているかを確認します。
○子どもの意向に沿うことが結果として子どもの利益につながらないこともあることを踏まえ、適切に導くことが必要です。
Ａ②　Ａ－１－（１）－②　子どもの発達段階に応じて、子ども自身の出生や生い立ち、家族の状況について、子どもに適切に知らせている。
	【判断基準】
ａ）子どもの発達段階に応じて、出生や生い立ち、家族の状況等について、子どもに適切に知らせている。
ｂ）本人の出生や生い立ち、家族の状況等について、子どもに知らせているが、フォローなど十分でない。
ｃ）本人の出生や生い立ち、家族の状況等について、子どもに適切に知らせていない。


評価の着眼点
□子どもの発達段階等に応じて、適切に事実を伝えようと努めている。
□事実を伝える場合には、個別の事情に応じて慎重に対応している。
□伝え方や内容などについて職員会議等で確認し、職員間で共有している。
□事実を伝えた後、子どもの変容などを十分把握するとともに、適切なフォローを行っている。
評価基準の考え方と評価の留意点
（１）目的
○本評価基準は、子ども本人の出生や家族の状況等に関する情報提供について施設の対応を評価します。
（２）趣旨・解説
○子どもの成長や自立にとって、自分自身の出生や生い立ち、家族の状況等について把握できていることは重要な事であり、それらの情報や認知について、子どもが職員と共に把握できるように努める必要があります。ただし、下記の留意点を充分に配慮しながら、情報提供等をおこなうことが重要です。
○なお、親をはじめとする家族の情報の中には子どもに知られたくない内容があることにも十分考慮する必要があり、児童相談所との充分な連携が求められます。
（３）評価の留意点
○子どもが自己の生い立ちを知ることは、自己形成の視点からも重要です。子どもの知りたいという気持ちを尊重しつつ、年齢や発達状況への配慮、伝えるタイミングや内容等については慎重な検討が必要であり、また、職員の高い専門性が求められることに留意します。
Ａ－１－（２）権利についての説明 
Ａ③　Ａ－１－（２）－①　子どもに対し、権利について正しく理解できるよう、わかりやすく説明している。
	【判断基準】
ａ）子どもに対し、権利について正しく理解できるよう、わかりやすく説明している。
ｂ）子どもに対し、権利について正しく理解できるよう、わかりやすく説明しているが、十分ではない。
ｃ）子どもに対し、権利について正しく理解できるよう、わかりやすく説明していない。


評価の着眼点
□定期的に全体の場で権利についての理解を深めるよう、子どもたちに説明している。
□権利ノートやそれに代わる資料等を使用して、施設生活の中で保障されるさまざまな権利についてわかりやすく説明している。
□年齢に配慮した説明を工夫している。（例えば高校生、中学生、小学生などに分けた説明の機会）
□定期的に職員間で子どもの権利に関する学習機会を持っている。
□子ども一人ひとりがかけがえのない大切な存在であり、自分を傷つけたりおとしめたりしてはならないことまた、他人を傷つけたり脅かしたりしてはならないことが、日々の養育の中で伝わっている。
評価基準の考え方と評価の留意点
（１）目的
○本評価基準では、子どもが有するさまざまな権利や大切にされることについて、生活やさまざまな学習する機会を通じて、子どもや人間の尊厳について理解を促す取組がなされていることを評価します。
（２）趣旨・解説
○子どもの中には、自分がさまざまな権利を有していることを理解できないままに、あるいは大事にされた経験がないままに入所してくる子どもがいます。権利ノートやそれに代わる資料などを使用して、施設生活の中で守られている具体的な権利について、分かりやすく、随時説明がなされることが重要です。
○子どもの状態に応じて、権利と義務・責任の関係について子どもが理解できるように説明し、話し合う機会をもつ取組が求められます。
○子どもが自己評価を高めて成長していくためにも、自分の持っている権利について理解していることが必要です。
○特に、不適切な養育を受けた子どもは、権利について意識することは少ないと思われるので配慮が必要です。
（３）評価の留意点
○日常生活のかかわりを通して、自己や他者の権利について理解を深めていることを評価します。
○職員が日常的にケアの視点として、子どもの権利を尊重していることを評価します。
Ａ－１－（３）他者の尊重 
Ａ④　Ａ－１－（３）－①　様々な生活体験や多くの人たちとのふれあいを通して、他者への心づかいや他者の立場に配慮する心が育まれるよう支援している。
	【判断基準】
ａ）子どもが個人の人格の尊厳を理解し、自他の権利を尊重し共生ができるよう支援している。
ｂ）子どもが個人の人格の尊厳を理解し、自他の権利を尊重し共生ができるよう支援しているが、十分ではない。
ｃ）子どもが個人の人格の尊厳を理解し、自他の権利を尊重し共生ができるような支援をしていない。


評価の着眼点
□基本的な信頼感を獲得するなど良好な人間関係を築くために職員と子どもとが個別的にふれあう時間を確保している。
□喧嘩など子ども間でトラブルが生じた場合、相手の人格を尊重しながら、基本的には子ども同士で関係を修復できるよう支援をしている。
□日々の生活や行事等で、子どもが協働して行う場面では、助け合い、認め合い、協力し合い、感謝し合う態度を促進するよう支援している。
□年下の子どもや障がいのある子どもなど弱い立場にある仲間に対しては、思いやりの心をもって接するように支援している。
評価基準の考え方と評価の留意点
（１）目的
○本評価基準では、子どもが人格の尊厳を理解し、自他の権利を尊重して共生できる人間性を育むことができるように、日々の生活や同・異年齢交流の機会等を通じて、互いの権利を尊重した人間関係の構築を支援する取組を評価します。
（２）趣旨・解説
○施設生活を通じて、上の年齢の子どもとの関係、同年齢の子どもとの関係、下の年齢の子どもとの関係などの人間関係を日常的に経験できる生活環境を用意するなど、人格の尊厳を理解し、自他の権利を尊重して共生できる人間性を育成するよう努めることは、子どもの自立や発達にとって重要、不可欠です。
○子どもが個人の人格の尊厳を理解し、他人の権利を尊重できるようになるためには、まず、自分自身の人格や権利が十分大切にされているという実感や経験を積んでいくことが基本となります。
○そのためには、職員と子どもとが個別的にふれあう時間を確保して他人に対する基本的な信頼感を醸成することや、子ども間で生じたトラブルを本人同士で解決できるよう支援する中で他人の人格を尊重できる人間性を育てることなど、職員のていねいなかかわりが重要です。
○また、円滑な人間関係を育てていくためにも同・異年齢交流の機会等を可能な限り設けて、実際のふれあいを通じて、人格の尊厳や自他の権利を尊重できる人間性を養うことができるよう援助することが必要です。
（３）評価の留意点
○喧嘩など子どもの間でトラブルが生じた時、相手の人格を尊重しながら、基本的には子ども同士で関係を修復できるよう支援が行われていることを評価します。
○地域のさまざまな年齢層の方々と触れ合う機会や老人施設への訪問等による異年齢交流や児童養護施設間交流を実施するなど、多くの人たちとのふれあいの機会を可能な限り実行できるような取組が行われていることを評価します。
Ａ－１－（４）被措置児童等虐待対応 
Ａ⑤　Ａ－１－（４）－①　いかなる場合においても体罰や子どもの人格を辱めるような行為を行わないよう徹底している。
	【判断基準】
ａ）体罰等を行わないよう徹底している。
ｂ）－
ｃ）体罰等を行わないための取組が十分ではない。


評価の着眼点
□「就業規則」等の規程に体罰等の禁止を明記しており、規程に基づいて厳正に処分などを行う仕組みが行われている。
□被措置児童等虐待防止ガイドラインに示されているような具体的な例を示して、日常的な会議や研修会等で体罰等を禁止している。
□被措置児童等への虐待行為や不適切対応があった場合、主管行政窓口や児童相談所等に報告するとともに第三者委員等も入れて適切な調査をし、対処することが出来ている。
評価基準の考え方と評価の留意点
（１）目的
○本評価基準では、施設における体罰等を行わないための取組について評価します。
（２）趣旨・解説
○児童養護施設では、いかなる場合においても体罰や子どもの人格を辱めるような行為は許されるものではありません。
○職員研修等を通じて体罰等を行わないことへの意識を高めることのほか、日頃から体罰等の起こりやすい状況や場面について検証するとともに、体罰等を必要としない援助技術の習得を図る等の取組が求められます。
（３）評価の留意点
○体罰等があった場合を想定して、施設長が職員・子ども双方にその原因や体罰等の方法・程度等、事実確認をすることや、「就業規則」等の規程に基づいて厳正に処分を行う仕組みを整備しているかを確認します。
○虐待や不適切対応が無いようさまざまな取組を実践することが重要ですが、２，３年の間に実際起こっていないかも含めて評価します。
Ａ⑥　Ａ－１－（４）－②　子どもに対する不適切なかかわりの防止と早期発見に取り組んでいる。
	【判断基準】
ａ）不適切なかかわりの防止と早期発見に取り組んでいる。
ｂ）不適切なかかわりの防止と早期発見に取り組んでいるが、十分ではない。
ｃ）不適切なかかわりの防止と早期発見に取り組んでいない。


評価の着眼点
□不適切なかかわりがあった場合を想定して、施設長が職員・子ども双方にその原因や方法・程度等、事実確認をすることや、「就業規則」等の規程に基づいて厳正に処分を行うような仕組みがつくられている。
□不適切なかかわりを発見した場合には、記録し、必ず施設長等に報告することが明文化されている。
□暴力、人格的辱め、心理的虐待などの不適切なかかわりの防止について、具体的な例を示し、職員に徹底している。
□不適切なかかわりの防止を徹底するため、日常的に会議等で取り上げ、行われていないことを確認している。
□不適切なかかわりの防止について、具体的な例を示して、子どもに周知している。
□子どもが自分自身を守るための知識、具体的方法について学習する機会を設けている。
評価基準の考え方と評価の留意点
（１）目的
○本評価基準では、施設における体罰や子どもの人格を辱めるような行為も含み、軽微に考えられてしまう不適切なかかわりの防止と早期発見に向けた具体的な取組を評価します。
（２）趣旨・解説
○身体的暴力はもとより、言葉による暴力や人格的辱め、無視・脅迫等の心理的虐待、セクシャルハラスメント等、不適切なかかわりは絶対に許されるものではありません。
○児童養護施設においては、日頃から職員研修や具体的な体制整備を通じて不適切なかかわりの防止について対策を講じておかなければなりません。
○不適切なかかわりに迅速に対応できるように、子どもからの訴えやサインを見逃さないよう留意していることが重要です。また、不適切なかかわりの起こりやすい状況や場面について、研修や話し合いを行い、これによらない援助技術を習得できるようにすることが必要です。
（３）評価の留意点
○不適切なかかわりの防止の視点から、職員体制（配置や担当の見直し等）や密室・死角等の建物構造の点検と改善を行っていることを評価します。
○子ども間の暴力等を放置することも不適切なかかわりであり、防止しなければならないことにも留意します。
Ａ⑦　Ａ－１－（４）－③　被措置児童等虐待の届出・通告に対する対応を整備し、迅速かつ誠実に対応している。
	【判断基準】
ａ）被措置児童等虐待の届出・通告に対する対応を整備し、迅速かつ誠実に対応している。
ｂ）被措置児童等虐待の届出・通告に対する対応を整備し、対応しているが、十分ではない。
ｃ）被措置児童等虐待の届出・通告に対する対応を整備していない。


評価の着眼点
□被措置児童等虐待の届出・通告制度について、対応マニュアルが整備され、かつ日常的に活用できるようにしている。
□被措置児童等虐待の届出・通告があった場合に、届出者・通告者が不利益を受けることのない仕組みが整備・徹底されている。
□被措置児童等虐待が疑われる事案が生じたときに、施設内で検証し、第三者の意見を聞くなどの迅速かつ誠実な対応をするための体制整備ができている。
□被措置児童等虐待の届出・通告制度について説明した資料を子ども等に配布、説明しているとともに、掲示物を掲示するなどして、子どもが自ら訴えることができるようにしている。
評価基準の考え方と評価の留意点
（１）目的
○本評価基準では、施設における被措置児童等虐待の届出･通告の制度（児童福祉法第３３条の１０～第３３条の１７）に対する対応への体制整備について評価します。
（２）趣旨・解説
○被措置児童等虐待の届出・通告制度について、研修会などで職員に周知をしていることが重要であり、子どもの権利を擁護する風土が施設全体に行きわたっていることが重要です。
○被措置児童等虐待の事実が明らかになった場合、都道府県市の指導に従い、施設内で検証し、第三者の意見を聞くなど、施設運営の改善を行い、再発防止に努めることが求められます。
（３）評価の留意点
○被措置児童等虐待対応ガイドラインについて施設長や職員が十分知っていることを確認します。
Ａ－１－（５）思想や信教の自由の保障
Ａ⑧　Ａ－１－（５）－①　子どもや保護者等の思想や信教の自由を保障している。
	【判断基準】
ａ）子どもの思想や信教の自由が保障されている。
ｂ）子どもの思想や信教の自由を保障しようと努めているが、十分でない。
ｃ）子どもの思想や信教の自由が尊重されていない。


評価の着眼点
□子どもの思想・信教の自由については、最大限に配慮し保障している。
□施設において子どもの思想や信教の自由を保障しようと努めているが十分ではない。
□保護者等の思想・信教によってその子どもの権利が損なわれないよう配慮している。
評価基準の考え方と評価の留意点
（１）目的
○本評価基準では、それぞれの子どもや保護者等の思想や信教の自由を保障するための施設における取組を評価します。
（２）趣旨・解説
○子どもの思想・信教の自由については、最大限に配慮して保障していくことが大切です。
○子どもの権利条約では、子どもの思想、良心、宗教の自由を保障しており、心の自由は個人の尊厳と基本的人権の尊重という理念の確立という視点から最も大切にされなければいけません。
○児童養護施設では宗教の理念を施設の理念として運営されていることがあります。その結果、宗教行事等への参加や宗教的行為を日常的な生活の中で奨励している施設もあります。しかし、これらのことは強制してはならず、基本的には子どもや保護者等の信教の自由は保障されなければなりません。
（３）評価の留意点
○子どもの思想・信教の自由について尊重する姿勢を大切にすることについて施設長はじめ職員間で話し合える場をもっていることを確認します。
○お祈りをしてから食事をするとか、日曜礼拝を中高生には自由意思に委ねている等、自由裁量の余地がある場合は、ｂと評価します。
○迅速に改善が求められるレベルである場合は、ｃと評価します。
Ａ－１－（６）子どもの意向や主体性への配慮
Ａ⑨　Ａ－１－（６）－①　子どものそれまでの生活とのつながりを重視し、そこから分離されることに伴う不安を理解し受けとめ、不安の解消を図っている。
	【判断基準】
ａ）子どものそれまでの生活とのつながりを重視し、そこから分離されることに伴う不安を理解し受けとめ、不安の解消を図っている。
ｂ）子どものそれまでの生活とのつながりを重視し、そこから分離されることに伴う不安を理解し受けとめ、不安の解消を図っているが、十分ではない。
ｃ）子どものそれまでの生活とのつながりを重視し、そこから分離されることに伴う不安を理解し受けとめ、不安の解消を図っていない。


評価の着眼点
□入所した時、温かく迎える準備をしているなど様々な工夫を凝らし、受け入れについて施設全体で行っている。
□被虐待体験だけでなく、子どもの分離体験に関して施設側が理解し、配慮している。
□分離体験からの回復に関する課題への具体的な取組を行っている。
□入所の相談から施設での生活が始まるまで、子どもや保護者等への対応についての手順を定めており、定期的に見直しを行い、実践している。
評価基準の考え方と評価の留意点
（１）目的
○本評価基準では、入所に際して、事前に「施設見学」や施設職員と子どもとの「面談」、あるいは「体験入所」など希望があればそれに応じるなど、ケースによって必要と思われる取組がなされていることを評価します。
（２）趣旨・解説
○入所してくる子どもは、生活する場所が変わる不安を抱えて入所してくることになります。その不安を一つでも解消するためにも、温かく迎える準備をしているなど様々な工夫を凝らし、受け入れについてホーム全体また、施設全体で歓迎する姿勢を示すことが重要です。
（３）評価の留意点
○入所に際して、子どもや保護者等との関係性を踏まえて、分離に伴う不安を理解し受けとめ、子どもの意向を尊重しながら今後のことについて説明が行われていることを評価します。
Ａ⑩　Ａ－１－（６）－②　職員と子どもが共生の意識を持ち、子どもの意向を尊重しながら生活全般について共に考え、生活改善に向けて積極的に取り組んでいる。
	【判断基準】
ａ）職員と子どもが共生の意識を持ち、子どもの意向を尊重しながら生活全般について共に考え、生活改善に向けて積極的に取り組んでいる。
ｂ）職員と子どもが共生の意識を持ち、子どもの意向を尊重しながら生活全般について共に考え、生活改善に取り組んでいるが、十分ではない。
ｃ）職員と子どもが共生の意識がなく、共に考える機会を持たず、生活改善の取組を行っていない。


評価の着眼点
□生活改善に向けての取組を職員と子どもが共に考え、実施している。
□生活日課や生活プログラムは子どもとの話し合いを通じて策定している。
□子どもが自分たちの生活における問題や課題について主体的に検討する機会を日常的に確保している。
評価基準の考え方と評価の留意点
（１）目的
○本評価基準では、子どもとの共生の意識や子どもの意向を尊重する姿勢で生活改善に取り組む職員のかかわりについて評価します。
（２）趣旨・解説
○入所してきた子どもが主体的に自分たちの生活について検討する意識を持つ事ができるように、日ごろから話し合いの風土の定着に心がけておく必要があります。
○子どもを権利の主体として位置付け、常に子どもの最善の利益に配慮した援助が行われなければなりません。
（３）評価の留意点
○子どもからの要望等十分に聞く姿勢を持ちつつも、実施困難な事項については十分な説明をする機会を設けているかを確認します。
Ａ－１－（７）主体性、自律性を尊重した日常生活 
Ａ⑪　Ａ－１－（７）－①　日々の暮らしや、余暇の過ごし方など健全な生活のあり方について、子ども自身が主体的に考え生活できるよう支援している。
	【判断基準】
ａ）日々の暮らしや余暇の過ごし方など健全な生活のあり方について、子ども自身が主体的に考え生活できるよう支援している。
ｂ）日々の暮らしや余暇の過ごし方など健全な生活のあり方について、子ども自身が主体的に考え生活できるよう支援しているが、十分ではない。
ｃ）日々の暮らしや余暇の過ごし方など健全な生活のあり方について、子ども自身が主体的に考え生活できるよう支援していない。


評価の着眼点
□一人ひとりの子どもの趣味や興味、生活文化にあった生活になるように子どもの意見を反映させ、適宜改変している。
□図書、雑誌、新聞等、またテレビ、ビデオ、オーディオ等が、子どもの健全な発達に考慮したうえで、自由に使用できる。また、ゲームの適切な使用の配慮がされている。
□子どもが主体的に生活に関わることができるよう工夫がされている。
□活動に対して自発的な参加を促すよう支援している。
□行事等の参画について、子ども一人ひとりの選択を尊重している。
□子どもが地域の活動等に参加することを望む場合、可能な限りそれに応えている。
評価基準の考え方と評価の留意点
（１）目的
○本評価基準は、子どもが自らの生活を主体的に営むことができるようにすることや、子どもの趣味や興味にあった生活を築くこと等について、施設の具体的な取組を評価します。また、休日等に子どもが自由に過ごせるような工夫や配慮についての取組も評価します。
（２）趣旨・解説
○小規模化による小集団化の流れの中、子どもが健全な生活のあり方について話し合い、グループの生活に主体的に関わるよう支援することが大切です。
○そのために、定期的にグループの話合いの機会を持ち、子ども自身が自分たちで生活をつくっているという実感をもてるように、施設の運営に反映させていることが必要です。
○余暇の過ごし方は、退所後の生活にも影響を与えるため、自由な時間を子ども自身が選択し、子どもの興味や趣味に合わせて自発的活動ができるよう、支援することが大切です。
○そのためにも、地域のサークル活動、レクリエーション、地域の文化・スポーツ活動等への参加を促進したり、子どもの興味に応じて習い事（水泳やピアノなど）を奨励していることが必要です。また、インターネットが使用できたり、雑誌・新聞等、子どもの要望に応じた出版物を備えて自由に閲覧できるよう、施設が整備をすることも大切です。
（３）評価の留意点
○余暇において、自由な時間を過ごすだけでなく、自立へ向け、新しい体験や自己肯定感を高め、世界を広げるような活動も、子どもの主体性を尊重しつつ支援していることを評価します。
○子ども自身が自分たちの生活について主体的に考えて、自主的に改善していくことができるような活動や生活がどうあるべきか話し合ったり、先輩の話を聞く機会を設けるなどの支援が行われているかを確認します。
Ａ⑫　Ａ－１－（７）－②　子どもの発達段階に応じて、金銭の管理や使い方など経済観念が身につくよう支援している。
	【判断基準】
ａ）子どもの発達段階に応じて、金銭の管理や使い方など経済観念が身につくよう支援している。
ｂ）子どもの発達段階に応じて、金銭の管理や使い方など経済観念が身につくよう支援しているが、十分ではない。
ｃ）子どもの発達段階に応じて、経済観念が身につくような支援を行っていない。


評価の着眼点
□小遣い帳や通帳を使って、限られたお金を計画的に使用する、金銭の自己管理ができるよう支援している。
□大人と一緒に買物に行ったり、一人で買物をさせるなど物の値段の相場や、金銭感覚が身につくよう支援している。
□自立を控えた子どもなど、必要な子どもに対し、一定の生活費の範囲で生活することを学ぶプログラムを実施している。
□児童手当等について、子どもの目的にあわせ適切に使用または貯蓄をしている。
評価基準の考え方と評価の留意点
（１）目的
○本評価基準は、子どもの金銭管理や使い方など経済観念の確立に向けた支援について施設の取組を評価します。
（２）趣旨・解説
○子どもが社会化していくために経済観念の確立はその基本となるものです。経済観念の確立に向けては、子どもの発達段階に応じて小遣いの管理や使い方等を通じて具体的な体験をもとに習得させていくための援助が必要となります。
○例えば、小遣いを職員が管理している場合でも、小遣い帳や通帳を使って金銭の出し入れが子どもに見えるようにすることが大切です。また、大人と一緒に買物に行ったり、一人で買物をさせるなど経済観念や金銭感覚が身につくような体験を積んでいくことも大切です。
○高校生は自活訓練の一つとして一定の生活費の範囲で生活する体験も必要です。
（３）評価の留意点
○経済観念の確立に向けては、子どもの発達段階に応じて小遣いの管理や使い方等を通じて具体的な体験をもとに習得させていくための援助が行われているかにも留意します。
Ａ－１－（８）継続性とアフターケア
Ａ⑬　Ａ－１－（８）－①　家庭復帰にあたって、子どもが家庭で安定した生活が送ることができるよう復帰後の支援を行っている。
	【判断基準】
ａ）家庭復帰にあたって、子どもが家庭で安定した生活が送ることができるよう復帰後の支援を行っている。
ｂ）家庭復帰にあたって、子どもが家庭で安定した生活が送ることができるよう復帰後の支援を行っているが、十分ではない。
ｃ）家庭復帰にあたって、子どもが家庭で安定した生活が送ることができるよう復帰後の支援を行っていない。


評価の着眼点
□家庭復帰にあたって復帰後の生活を検討している。
□家庭復帰後の子どもや家族の状況把握や支援方法など関係機関との役割を明確にしている。
□家庭復帰相談を受けることを本人、保護者等に伝えている。
□家庭復帰後の子どもや保護者等の状況の把握に努め記録を整備している。
評価基準の考え方と評価の留意点
（１）目的
○本評価基準では、子どもが家庭復帰するにあたり、本人や家族の意向を踏まえて、児童相談所や子どもが居住することになる市町村などの関係機関と連携し、退所後の生活支援についての協議内容や体制構築の取組を評価します。
（２）趣旨・解説
○家庭復帰が可能か否かは、本人と保護者等の意向、児童相談所や関係機関との協議を踏まえ、施設で十分に検討し適切に判断しなければなりません。家庭復帰は家族再生の出発点と捉え、その後の支援も重要となります。そのため、退所後の相談窓口(担当者）を伝え、子どもや保護者等が相談をためらわずできるようにし、場合によっては家庭訪問を行い確認も必要です。さらに、児童相談所や居住市町村との役割分担など支援体制を整えて取り組むことが有効です。
（３）評価の留意点
○家庭復帰にあたっての、本人と家族の状況や意向、施設での検討、協議、児童相談所やその他関係機関との協議等その一連の内容を書面で確認します。
○家庭復帰後の状況把握や対応など、その方法と内容を記録に基づいて確認します。
Ａ⑭　Ａ－１－（８）－②　できる限り公平な社会へのスタートが切れるように、措置継続や措置延長を積極的に利用して継続して支援している。
	【判断基準】
ａ）高校進学が困難な子どもや高校中退の子どもへの措置継続や高校卒業後の措置延長を積極的に利用して継続して支援している。
ｂ）高校進学が困難な子どもや高校中退の子どもへの措置継続や高校卒業後の措置延長には取り組んでいるが、十分でない。
ｃ）高校進学が困難な子どもや高校中退の子どもへの措置継続や高校卒業後の措置延長に消極的である。


評価の着眼点
□高校進学が困難な子どもや高校中退の子どもなどについて措置継続を行い、自立に向けた支援を行っている。
□措置延長の期間は、就労支援や就労生活を支援するなど、自立への道筋をつけていく取組を行っている。
□高校卒業して進学あるいは就職した子どもであっても、不安定な生活が予想される場合は、必要に応じて措置延長を利用して支援を継続している。
評価基準の考え方と評価の留意点
（１）目的
○本評価基準では、公平なスタートラインに立って社会に自立していけるよう、卒業・中退イコール退所と安易に判断するのではなく、子どもの社会適応力など個別ニーズを判断して、必要な場合は自立生活に必要な力が身につくまで措置延長、措置継続を行っているかを評価します。
（２）趣旨・解説
○大学等や専門学校に進学あるいは就職または福祉的就労をした後不安定であったり、障がいや疾病等の理由により進学や就職がままならないため継続的な支援が必要であったりする子どもは少なくありません。このような場合は、18歳を超えて満20歳に達するまでの間、引き続き措置を行うことができるとされているため、子どもの自立支援のために積極的な活用が望まれます。(児童福祉法第31条)
○また、中学校卒業後就職する子どもや高等学校等を中退し就職する子どもについては、卒業、就職を理由に安易に措置解除することなく継続的な養育を行う必要性の有無で判断することが重要です。（平成23年12月28日厚児1228第2号、厚労省雇用均等・児童家庭局通知）
（３）評価の留意点
○個々のニーズに沿った自立の目標に向けて養育がなされているか、児童記録や自立支援計画書を確認します。
○現在までの措置継続や措置延長の事例、その自立支援の方法、内容を聴取や記録によって確認します。
○継続・延長事例が多いか少ないかではなく、事例の個別性、多様性を聞き取り、判断が適正か否かを留意します。
○児童相談所の判断、決定に左右される場合があるので、それには留意が必要です。
Ａ⑮　Ａ－１－（８）－③　子どもが安定した社会生活を送ることができるようリービングケアと退所後の支援に積極的に取り組んでいる。
	【判断基準】
ａ）子どもが安定した社会生活を送ることができるようリービングケアと退所後の支援に積極的に取り組んでいる。
ｂ）子どもが安定した社会生活を送ることができるようリービングケアと退所後の支援を行っているが、十分でない。
ｃ）子どもが安定した社会生活を送ることができるようリービングケアと退所後の支援を行っていない。


評価の着眼点
□子どものニーズを把握し、退所後の生活に向けてリービングケアの支援を行っている。
□退所後も施設に相談できる窓口（担当者）があり、支援をしていくことを伝えている。
□退所者の状況の把握に努め、記録が整備されている。
□行政機関や福祉機関、あるいは民間団体等と連携を図りながらアフターケアを行っている。
□本人からの連絡だけでなく、就労先、アパート等の居住先からの連絡、警察等からのトラブル発生の連絡などにも対応している。
□退所者が集まれる機会や、退所者と職員・入所している子どもとが交流する機会を設けている。
評価基準の考え方と評価の留意点
（１）目的
○本評価基準では、退所した子どもが安定した社会生活を送ることができるようになるための、リービングケアとアフターケアについて、施設の支援体制と内容や関係機関との協力がどのように構築され実践されているかを評価します。
（２）趣旨・解説
○子どもは、施設を退所し社会的自立すると、仕事とその人間関係、一人暮らし、金銭管理など、未経験の体験を強いられ悩みます。もともと家庭的支援の薄い子どもにとって頼りになるのは今まで暮らしてきた施設であり職員です。したがって、退所後の社会生活を想定した自立支援であるリービングケアと退所後のアフターケアは施設にとって重要な業務として捉え、施設の支援体制を整え、必要に応じて関係機関や支援団体との協力関係を構築し実践する必要があります。
（３）評価の留意点
○個別ニーズに沿った自立の目標に向けての養育の一環として、退所後の社会生活を想定したリービングケアが行われているかを、児童生活記録および自立支援計画書を確認します。
○施設が退所者の相談に応じることが、特別な配慮ではなくて施設の業務であることを退所者に説明しているか確認します。
○退所者からの相談が関係の深かった職員に寄せられる個人的相談にとどまることなく、施設が組織として情報を共有し対応するためにも、その記録を整備し活用する必要があります。
○相談には、金銭、住居、就労などや各種トラブルなど、施設で支援できる範囲を超えるものもあります。そのような場合は、行政機関や福祉機関等と連携を図りながら支援を行うことが大切なことにも留意します。
○生活に本当に困った段階になって相談が寄せられても、有効な手立てが見当たらないこともあります。小さな問題でも気軽に相談できることが大切です。そのためにも、OB会のように退所者が集まれる機会を設けるなどの取組が行われていることを評価します。
○近年、施設等の退所者が中心となって組織をつくり、退所者を支援する活動が見られるようになりました。こうした活動に協力し、退所者に参加を促す取組も評価します。
Ａ－２　養育・支援の質の確保
Ａ－２－（１）養育・支援の基本 
Ａ⑯　Ａ－２－（１）－①　子どもを理解し、子どもが表出する感情や言動をしっかり受け止めている。
	【判断基準】
ａ）子どもを理解し、子どもが表出する感情や言動をしっかり受け止めている。
ｂ）子どもを理解し、子どもが表出する感情や言動をしっかり受け止めようとしているが、十分ではない。
ｃ）子どもを理解しようしていない。


評価の着眼点
□職員はさまざまな知見や経験によって培われた感性に基づいて子どもを理解し、受容的・支持的な態度で寄り添い、子どもと共に課題に向き合っている。
□子どもの生育歴を知り、そのときどきで子どもの心に何が起こっていたのかを理解している。
□子どもが表出する感情や言動のみを取り上げるのではなく、被虐待体験や分離体験などに伴う苦痛・いかり、見捨てられ感も含めて、子どもの心に何が起こっているのかを理解しようとしている。
□子どもに行動上の問題等があった場合、単にその行為を取り上げて叱責するのではなく、背景にある心理的課題の把握に努めている。
□子ども達に職員への信頼が芽生えていることが、利用者アンケートを通じて感じられる。
評価基準の考え方と評価の留意点
（１）目的
○本評価基準では、職員が子どもを理解しようとする態度、又は職員が受容的・支持的な態度で寄り添っているかを評価します。
（２）趣旨・解説
○施設における養育・支援は、子どもとの信頼関係を基盤に行われなければなりません。信頼関係を築いていくうえで前提となるのが、子どもの理解です。
○どんな子どもであっても存在そのもの（ありのままの姿）を受け入れ、子どもが表出する感情や言動をしっかり受け止め、その理由や背景を理解することが大切です。そうすることで子どもに「自分のことがわかってもらえている」という信頼の気持ちが芽生えていきます。
○子ども一人ひとりが抱える課題は個別的かつ多様であり、解決までに時間がかかるものも少なくありません。職員はさまざまな知見や経験によって培われた感性に基づいて子どもの理解し、受容的・支持的な態度で寄り添い、子どもと共に課題に向き合う姿勢が大切です。
（３）評価の留意点
○「受容的・支持的な態度」とは、職員が子どもを都合のいい理論にあてはめて無理に理解しようとするのではなく、「その子の人生に何があったのか」に思いを馳せながら寄り添い、時間をかけ、理解できる部分を増やしていこうとしているかどうかを確認します。
Ａ⑰　Ａ－２－（１）－②　基本的欲求の充足が、子どもと共に日常生活を構築することを通してなされるよう養育・支援している。
	【判断基準】
ａ）基本的欲求の充足が、子どもと共に日常生活を構築することを通してなされるよう養育・支援している。
ｂ）基本的欲求の充足が、子どもと共に日常生活を構築することを通してなされるよう養育・支援しているが、十分でない。
ｃ）基本的欲求の充足が、子どもと共に日常生活を構築することを通してなされるよう養育・支援していない。


評価の着眼点
□子ども一人ひとりの基本的欲求を把握している。
□基本的欲求の充足において、子どもと職員との関係性を重視している。
□高齢児の日課は、秩序ある生活の範囲内で子どもの意思を尊重した柔軟なものとなっている。
□子どもにとって身近な職員が一定の裁量権を有し、個々の子どもの状況に応じて柔軟に対応できる体制となっている。
□基本的な信頼関係を構築するために職員と子どもが個別的に触れ合う時間を確保している。
□夜目覚めたとき大人の存在が感じられるなど安心感に配慮している。
評価基準の考え方と評価の留意点
（１）目的
○本評価基準では、養育・支援が職員との関係性を基盤として、個々の子どもの状況に応じて柔軟に対応できるようになっており、日常生活の坦々とした営みを通して基本的欲求の充足がなされているかについて評価します。
（２）趣旨・解説
○食事、睡眠、排泄といった生理的欲求（一次的欲求）と、所属と愛情・承認といった心理的欲求（二次的欲求）を総称して基本的欲求と言います。
○子どもは、基本的欲求の充足を通して、養育者との間に基本的信頼感を獲得します。児童養護施設でも、基本的欲求の充足のプロセスにおいて子どもと職員との関係性が深まっていくことが大切です。
○安全の欲求、承認の欲求など、成長とともに重要とされる基本的欲求が変わるように、子どもの発達段階やそのときどきの状況によって充足すべき基本的欲求は異なりますから、子ども一人ひとりの基本的欲求を把握していることが大切です。
○子どもが生活力を高めていくためには、その欲求を自主的に充足できる環境が必要です。その意味では、高齢児の日課は、秩序ある生活の範囲内で子どもの意思を尊重した柔軟なものであることが大切です。
（３）評価の留意点
○基本的欲求の充足は、ルーティンワークに沿って進めていくのではなく、子どもが信頼を寄せる職員によってなされるともに、子どもと職員が共につくりだす日常生活の中で自然な形でなされることが大切です。そのために、起居を共にする職員など身近な職員が一定の裁量権を有し、柔軟に対応できる体制となっているかどうかを確認します。
Ａ⑱　Ａ－２－（１）－③　子どもの力を信じて見守るという姿勢を大切にし、子どもが自ら判断し行動することを保障している。
	【判断基準】
ａ）子どもの力を信じて見守るという姿勢を大切にし、子どもが自ら判断し行動することを保障している。
ｂ）子どもの力を信じて見守るという姿勢を大切にし、子どもが自ら判断し行動することを保障しているが、十分でない。
ｃ）子どもの力を信じて見守るという姿勢を大切にしていない。


評価の着眼点
□子どもがやらなければならないことや当然できることについては、子ども自身が行うように見守ったり、働きかけたりしている。
□職員は必要以上の指示や制止をしていない。
□子どもを見守りながら状況を的確に把握し、賞賛、励まし、感謝、指示、注意等の声かけを適切に行っている。
□つまずきや失敗の体験を大切にし、主体的に問題を解決していくよう支援し、必要に応じてフォローしている。
□朝・夕の忙しい時間帯にも、職員が子どもを十分に掌握、援助できるように、職員の配置に配慮している。
評価基準の考え方と評価の留意点
（１）目的
○本評価基準では、日常生活において職員が子どもの力を信じて見守る姿勢を大切にしているかを評価します。
（２）趣旨・解説
○子どもが自己肯定感を形成し、自己を向上発展していくことができるようになるためには、成長の過程で体験する様々なつまずきや失敗を、主体的に解決し乗り越えていくことが大切です。
○施設では一般家庭と比して、一人の職員が掌握、援助しなければならない子どもの数が多くなります。そのため、子どものつまずきや失敗につきあうだけのゆとりがないため、つまずいたり失敗したりしないように過干渉になってしまう傾向にあります。子どもは、できなかったことができるようになることで自己の成長を実感し、またそのことを職員が気づき認めてあげることで自己肯定感を高めていきます。
○こうした体験を日常生活の中で数多く経験することが大切です。そのためにも、子どもの力を信じて見守るという姿勢が大切です。子どもは職員に信頼され見守られていると感じることによって、主体的に問題を解決していく力をつけていくのです。
○国が認める小規模グループケアの生活単位は、子どもが6～8人で職員が2.5人とされています。
（３）評価の留意点
○本評価基準については、直接養育の場面に立ち会って評価することが重要です。
○「見守り」、「放任」、「管理」、「過干渉」の意味について、評価者は理解しておく必要があります。見守りの姿勢を持ちながらも、子どもの育ちを守るために管理しなければならないこともあることに留意します。
Ａ⑲　Ａ－２－（１）－④　発達段階に応じた学びや遊びの場を保障している。
	【判断基準】
ａ）発達段階に応じた学びや遊びの場を保障している。
ｂ）発達段階に応じた学びや遊びの場を保障しているが、十分ではない。
ｃ）発達段階に応じた学びや遊びの場を保障していない。


評価の着眼点
□施設内での保育が、年齢や発育状況に応じたプログラムの下、実施されている。
□日常生活の中で、子どもたちの学びや遊びに関するニーズを把握できている。必要性があれば可能な限りニーズに応えている。
□幼児から高校生まで、年齢段階に応じた図書などの文化財、玩具・遊具が用意、利用されている。
□学校や地域にある子どもたちの学びや遊びに関する情報を把握し、必要な情報交換ができている。
□子どものニーズに応えられない場合、子どもがきちんと納得できる説明がされている。
□幼稚園に就園させている。
□子どもの学びや遊びを保障するための、資源（ボランティア等）が充分に活用されている。
評価基準の考え方と評価の留意点
（１）目的
○子どもはそれぞれ、その年齢や発育状況に応じた発達的な課題を有しています。本評価基準では、施設が子どもの発達段階に応じた適切な環境を用意しているか評価します。
（２）趣旨・解説
○子どもの発達保障は養育の目的としてとても重要なことです。子どもの権利に関する条約では「第27条　2　父母又は児童について責任を有する他の者は、自己の能力及び資力の範囲内で、児童の発達に必要な生活条件を確保することについての第一義的な責任を有する」と明記されています。
○児童養護施設に入所してくる子どもの多くが、生得的にもっている能力を発揮できないでいます。子どもの背景や年齢・発達状態により、子どもに必要な学びや遊びへのニーズは異なります。固定概念に捉われず、子どもがこれまで満たされなかったニーズを充足していくことが、ひいては生得的な能力相応の学力やコミュニケーションスキルの習得につながります。
○特に、子どもにとって、好きなものや打ち込めるものができると精神的にも安定しやすくなります。自分から中々見つけられない子どもには、様々な機会を提供してみることが大切です。
（３）評価の留意点
○子どもは自ら環境に働きかけて発達的課題をクリアしていきます。児童養護施設では入所している子どもの年齢幅が大きいので、それぞれの年齢段階にあった学びや遊びの環境が用意、利用されているかを確認します。
○発達保障のために社会資源を積極的に活用されているかを確認します。今では幼稚園就園のための費用が支弁されていますから、幼稚園で教育を受ける機会を保障することも重要です。また、施設には何らかの障害を有する子どもも数多くいますので、子どもの発達段階や学校適応状況を勘案して、必要に応じて特別支援教育を受ける機会を保障することも重要です。
Ａ⑳　Ａ－２－（１）－⑤　秩序ある生活を通して、基本的生活習慣を確立するとともに、社会常識及び社会規範、様々な生活技術が習得できるよう養育・支援している。
	【判断基準】
ａ）秩序ある生活を通して、基本的生活習慣を確立するとともに、社会常識及び社会規範、様々な生活技術が習得できるよう養育・支援している。
ｂ）秩序ある生活を通して、基本的生活習慣を確立するとともに、社会常識及び社会規範、様々な生活技術が習得できるよう養育・支援しているが、十分ではない。
ｃ）秩序ある生活を通して、基本的生活習慣を確立するとともに、社会常識及び社会規範、様々な生活技術が習得できるよう養育・支援していない。


評価の着眼点
□職員の指示や声かけが適切で、施設全体が穏やかな雰囲気で秩序ある生活が営まれている。
□普段から、職員が振る舞いや態度で模範を示している。
□施設生活・社会生活の規範等守るべきルール、「しなければならないこと」と「してはならないこと」を理解できるよう子どもに説明し、責任ある行動をとるよう支援している。
□見やすくわかりやすい掲示物など、子どもが社会生活を営む上での必要な知識や技術を日常的に伝え、子どもがそれらを習得できるよう支援している。
□地域社会への積極的参加を図る等、社会的ルールを習得する機会を設けている。
評価基準の考え方と評価の留意点
（１）目的
○本評価基準は、基本的生活習慣の確立、社会常識・社会規範の習得、様々な生活技術の習得のために、特別な時間を設けて指導するのではなくて、穏やかで秩序ある生活を通して自然な形でそれらが身につくよう支援しているかを評価します。
（２）趣旨・解説
○そのような学びの根幹は、職員との関係性を基盤にした生活にあります。穏やかで安全性や快適さに配慮された生活によって、子ども自身がルールを守ることで施設生活そのものを守ろうとする意識が醸成されることが大切です。
（３）評価の留意点
○基本的生活習慣の確立、社会常識・社会規範の習得、様々な生活技術の習得のために、どのような工夫がなされているかを評価します。建物のつくり、掲示物の内容、家電や家具の配置等にも目を向けることも重要です。
○普段から職員がその振る舞いや態度で模範を示すことが大切ですが、短い時間でこれを評価するのは難しいと思われます。外来者へ常識ある対応がとれるのかも評価します。
○養育形態でユニット化が進む中、評価基準に達しているユニット、達していないユニットが混在しているのが、今日の施設のあり様です。評価基準に達していないユニットに対して施設として具体的な支援が行われているのかも評価します。
Ａ－２－（２）食生活 
Ａ㉑　Ａ－２－（２）－①　食事は、団らんの場でもあり、おいしく楽しみながら食事ができるよう工夫している。
	【判断基準】
ａ）食事は、団らんの場でもあり、おいしく楽しみながら食事ができるよう工夫している。
ｂ）食事は、団らんの場でもあり、おいしく楽しみながら食事ができるよう工夫しているが、十分でない。
ｃ）おいしく楽しみながら食事ができるよう工夫していない。


評価の着眼点
□食事の時間が適切で、食事を通して生活のリズムが形成されている。
□無理なく楽しみながら食事ができるように、年齢や個人差に応じて食事時間に配慮している。
□食事場所は明るく楽しい雰囲気で、常に清潔が保たれている。
□食事の時間が、職員と子ども、そして子ども同士のコミュニケーションの場として機能するよう工夫している。
□陶器の食器等を使用したり、盛りつけやテーブルの飾りつけの工夫など、食事をおいしく食べられるように工夫している。
□クラブ活動等子どもの事情に応じて、温かいものは温かく、冷たいものは冷たくという食事の適温提供に配慮している。
□施設外での食事、来客を迎えての食事など、食事を楽しむ多様な機会を設けている。
評価基準の考え方と評価の留意点
（１）目的
○本評価基準では、評価者は食事の時間を共有し、食事をおいしく楽しく食べることができるような工夫等について施設における取組を評価します。
（２）趣旨・解説
○食事は、単に空腹を満たし栄養を摂取するためだけのものではありません。おいしく楽しく食べることにより、幸福感や精神的な充足を得ることができ、心の安定のために重要な役割を果たします。
○従来、食事は子どもの身体づくりの面が重視されてきましたが、子どもの心を育てる上でも重要な意味を持つことを改めて認識する必要があります。
○食事は基本的生活習慣を確立していく上での基本となるもので、食事を通して生活のリズムが形成されなければなりません。
（３）評価の留意点
○栄養に配慮されたおいしい食事をゆっくりと、くつろいで楽しい雰囲気で食べることができるような環境づくりを通して精神的な安定と発達を促していく取組が行われているかを評価します。
○食卓の雰囲気に、人間関係などその生活集団の雰囲気が反映されることを踏まえれば、食事の時間が、職員と子ども、子ども同士のコミュニケーションの場として機能し、和やかな雰囲気となっているかどうかも確認します。
Ａ㉒　Ａ－２－（２）－②　子どもの嗜好や健康状態に配慮した食事を提供している。
	【判断基準】
ａ）子どもの嗜好や健康状態に配慮した食事を提供している。
ｂ）子どもの嗜好や健康状態に配慮した食事を提供しているが、十分ではない。
ｃ）子どもの嗜好や健康状態に配慮した食事を提供していない。


評価の着眼点
□配慮のこもった献立であるとともに子どもの発育に必要な栄養摂取量を満たした食事を提供している。
□定期的に残食の状況や子どもの嗜好を把握するための取組がなされ、それが献立に反映されている。
□子どもの年齢、障害や疾病、食物アレルギーなど子どもの心身の状況、また体調など日々の健康状態に応じ、それらに配慮した食事を提供している。
□少数の子どもを対象として家庭的な環境の下で調理するときであっても、配慮のこもった献立であり栄養面も勘案されるよう、献立について振り返る機会がある。
評価基準の考え方と評価の留意点
（１）目的
○本評価基準では、食事が、変化に富んだ献立であるとともに子どもの発育に必要な栄養摂取量が確保されていることはもちろんのこととして、子どもの嗜好や子ども一人ひとりの健康状態に配慮した食事を提供するための取組について評価します。
（２）趣旨・解説
○食事は、子どもの身体的成長の基本であることから、発育に必要な栄養をしっかり摂ることが大切です。
○発育に必要な栄養をしっかり摂るためには、食事が楽しい時間であること、年齢等にあった調理方法や味付けに配慮すること、そして子どもの嗜好を考慮した食事を提供することが必要です。
（３）評価の留意点
○児童養護施設では子どもの年齢幅も大きいですし、最近では食物アレルギーを持つ子など食事に特別な配慮が必要な子が増えています。病気のときなど健康状態に配慮した食事を含めて、子ども一人ひとりの状況に応じた食事の提供が行われているかを確認します。
○児童養護施設では、日々の生活援助と食事の提供とを別々の職員が担ってきました。家庭的養護の推進の中、これらを同一の職員が行う取組が増えてきています。例えば地域小規模児童養護施設では、献立について子どもの状況に応じて柔軟に対応できるのですが、そうした場合であっても、配慮のこもった食事を提供するとともに子どもの発育に必要な栄養摂取量を勘案する必要があることにも留意します。
Ａ㉓　Ａ－２－（２）－③　子どもの発達段階に応じて食習慣を身につけることができるよう食育を推進している。
	【判断基準】
ａ）子どもの発達段階に応じて食習慣を身につけることができるよう食育を推進している。
ｂ）子どもの発達段階に応じて食習慣を身につけることができるよう食育を推進しているが、十分でない。
ｃ）子どもの発達段階に応じて食習慣を身につけることができるよう食育を推進していない。


評価の着眼点
□食習慣の習得を、無理なく楽しみながら身につけられるよう工夫している。
□日々提供される食事について献立の提示等食に関する情報提供等を行っている。
□食品分類やおやつの摂り方等、栄養についての正しい知識を教えている。
□偏食の指導を適切に行っている。
□郷土料理、季節の料理、伝統行事の料理などに触れる機会をもち、食文化を継承できるようにしている。
□買い物を手伝って材料の選び方を知る機会を設けている。
□箸、ナイフ・フォーク等食器の使い方や食事のマナーが習得できるよう支援している。
□基礎的な調理技術を習得できるよう、食事やおやつを作る機会を設けている。
□テーブル拭き、食器洗い、食器消毒、残飯処理など食後の後片づけの習慣が習得できるよう支援している。
評価基準の考え方と評価の留意点
（１）目的
○本評価基準では、生活を通して発達段階に応じた食習慣を習得するための支援について評価します。
（２）趣旨・解説
○児童養護施設では、入所前の家庭生活において適切な食生活が営まれておらず、発達段階に応じた食習慣が身についていない子どもも少なくありません。ここでの食習慣は食事の場面にまつわることだけでなく、食材の買い出しから後片付けに至るまで食事に関わるすべてのことが含まれます。
（３）評価の留意点
○日常的に食材の買い出しから後片付けまでに触れることで、食生活に必要な知識及び技能を習得し、基本的な食習慣を身につけることができるよう食育を推進することが求められます。「日常的」となると、施設では難しいかもしれませんが、発達段階に応じて、調理方法や買い物を手伝って材料の選び方等を知る機会を設けたり、食器洗いや配膳等を習慣化したり、また職員が範を示すことで、基本的な食習慣の習得に向けた支援が行われているかを評価します。
○日々提供される食事について献立の提示等で食材や栄養などの情報提供を行い、食に関する知識を豊かにする支援が行われていることも確認します。
○偏食の指導については、無理強いするのではなく少しずつ食べられるようになるよう工夫する必要があります。また、「どうして食べなければならないのか」を説明したり、職員自身がおいしく食べる様子を子どもに見せることも必要です。
○食事の方法もバイキング方式や屋外での食事、レストランでの外食等、多様な機会を設けることによって食事を楽しむとともに、正しい食事のマナーを習得するための支援を行われているかを確認します。
○子どもが、郷土料理、季節の料理、伝統行事の料理などに触れる機会をもち、食文化を継承していく取組が行われているかにも留意します。
Ａ－２－（３）衣生活 
Ａ㉔　Ａ－２－（３）－①　衣類が十分に確保され、子どもが衣習慣を習得し、衣服を通じて適切に自己表現できるように支援している。
	【判断基準】
ａ）衣類が十分に確保され、子どもが衣習慣を習得し、衣服を通じて適切に自己表現できるように支援している。
ｂ）衣類が十分に確保されているが、子どもが衣習慣を習得し、衣服を通じて自己表現できるような支援は十分ではない。
ｃ）衣類が十分に確保されていない。


評価の着眼点
□常に衣服は清潔で、体に合い、季節に合ったものを着用している。
□汚れた時にすぐに着替えることができ、またＴＰＯに合わせた服装ができるよう、十分な衣類が確保されている。
□靴についても清潔で体にあったものが提供され、汚れや水濡れにも適切に対応している。
□気候、生活場面、汚れなどに応じた選択、着替えや衣類の整理、保管などの衣習慣を習得させている。
□洗濯、アイロンかけ、補修等衣服の管理を子どもの見えるところで行うよう配慮している。
□衣服を通じて子どもが適切に自己表現をできるように支援している。
□発達段階や好みに合わせて子ども自身が衣服を選択し購入できる機会を設けている。
評価基準の考え方と評価の留意点
（１）目的
○本評価基準は、子ども一人ひとりの身だしなみが配慮の届いたものとなっているのか、また子どもが衣習慣を習得し、衣服を通じて自己表現できるよう支援がなされているのかを評価します。
（２）趣旨・解説
○衣類は量的に十分確保されていることが大切です。そのうえでTPOに合わせた服装ができること、自己表現の手段として個性が尊重されることが大切です。
○施設では、性的な問題を未然に防ぐために、異性を刺激するような服装を慎むように指導している場合もあります。
（３）評価の留意点
○ＴＰＯに合わせた適切な身だしなみができるよう、子ども一人ひとりに十分な衣服が提供されていることを確認します。
○あわせて、子ども自身で衣生活の管理ができるように支援を進めていくことが必要です。
○画一的な衣生活にならないよう、一括購入や一律支給をやめて可能な限り子どもの個性に合ったもの、子どもの好みに合ったものを購入するような配慮が行われているかにも留意します。
○高年齢児においては、衣類を自分自身で選び、購入できるような機会が確保されていることも確認します。
Ａ－２－（４）住生活 
Ａ㉕　Ａ－２－（４）－①　居室等施設全体がきれいに整美されている。
	【判断基準】
ａ）居室等施設全体がきれいに整美されている。
ｂ）居室等施設全体が整美されているが、十分ではない。
ｃ）居室等施設全体が整美されていない。


評価の着眼点
□庭がきれいに清掃され、樹木や草花の植栽にも配慮が届いている。
□室内は明るく、花や絵画が飾られるなど、温かみのある環境になっている。
□食堂やリビングなどの共有スペースは常にきれいにし、家庭的な雰囲気になるよう配慮している。
□トイレ、洗面所等は性別や年齢に応じて使いやすいように配慮している。
□必要に応じて、冷暖房設備を整備している。
□設備や家具什器について、汚れていたり壊れていたりしていない。破損箇所については必要な修繕を迅速に行っている。
□発達段階や子どもの状況に応じて日常的な清掃や大掃除を行い、居室等の整理整頓、掃除等の習慣が身につくようにしている。
評価基準の考え方と評価の留意点
（１）目的
○本評価基準では、居室等施設全体がきれいに整美され、子どもの生活の場として安全性や温かみのある環境に配慮したものになっているかどうか、施設の工夫や取組を評価します。
（２）趣旨・解説
○子どもは施設に入所する前に、不適切な環境で生活していた場合があります。そのような経験を持つ子どもにとって、清潔で温かみのある空間で暮らしを重ねていくことは大きな意味を持ちます。
○食堂やリビングなどの共有スペースは常にきれいでありたいものです。そのために職員が率先して美化に努める必要があります。一方、居室については、きれいに保つことができない子どももいますが、発達段階や子どもの状況に応じて整理整頓や掃除等の習慣が身につくように支援することが大切です。
（３）評価の留意点
○子どもを取り巻く住環境が、建物の内外装、設備、家具什器、庭の樹木、草花などにいたるまで、そこにくらす子どもが大切にされているというメッセージを感じられるように工夫されていることを評価します。
○破損箇所をそのままにしたり、壊れた物が放置されていたりすることで、生活の潤いがなくなり、子どもの心がすさんでしまいます。不適切な環境を放置し、その環境が当たり前になってしまわぬよう、速やかな修繕が行われていることを確認します。
Ａ㉖　Ａ－２－（４）－②　子ども一人ひとりの居場所が確保され、安全、安心を感じる場所となるようにしている。
	【判断基準】
ａ）子ども一人ひとりの居場所が確保され、安全、安心を感じる場所となるようにしている。
ｂ）子ども一人ひとりの居場所が確保され、安全、安心を感じる場所となるようにしているが、十分ではない。
ｃ）子ども一人ひとりの居場所が確保されていない。


評価の着眼点
□小規模グループでの養育を行う環境づくりに配慮している。
□リビングや居室は子どもが安心していられる場所になるような配慮がされている。
□中学生以上は個室が望ましいが、相部屋であっても個人の空間を確保している。
□年少児の居室は、職員の目の届きやすいところに配置している。
評価基準の考え方と評価の留意点
（１）目的
○本評価基準では、施設の中に子ども一人ひとりの居場所が確保され、安心して生活できる場所となるように配慮しているかどうか、施設の工夫や取組を評価します。
（２）趣旨・解説
○子どもは、自身が所属するグループの一員であることが実感できるような住環境の中で安心して生活することで、自己肯定感を育むことができ、そのことが自己アイデンティティの確立へとつながっていきます。
○子ども一人ひとりの居場所が確保され、「自分が大切にされている」と感じる場所があり、帰るとほっとできる家庭的な空間が用意されていることは大切なことです。
（３）評価の留意点
○リビング等パブリックスペースにある掲示物が、禁止事項を記したものや職員用の内容ばかりで、管理的な雰囲気になっていないことを確認します。
○子ども一人ひとりに個室を提供することが物理的に難しい施設もあるでしょうが、その場合であっても、大切な人の写真を遠慮なく飾ることができるなど、個人の空間が確保されていることを評価します。
Ａ－２－（５）健康と安全 
Ａ㉗　Ａ－２－（５）－①　発達段階に応じ、身体の健康（清潔、病気、事故等）について自己管理ができるよう支援している。
	【判断基準】
ａ）発達段階に応じ、身体の健康について自己管理ができるよう支援している。
ｂ）発達段階に応じ、身体の健康について自己管理ができるよう支援しているが、十分ではない。
ｃ）発達段階に応じ、身体の健康について自己管理ができるような支援をしていない。


評価の着眼点
□常に良好な健康状態を保持できるよう、睡眠、食事摂取、排泄、生理等の状況を職員がきちんと把握している。
□手洗いやうがいの習慣が身に付くよう支援している。年少児については排泄後の始末や入浴の介助をしている。
□洗面、整髪、ひげそり、歯磨き、つめ切り、耳そうじ等身だしなみについて、発達に応じて自ら行えるよう支援している。また必要に応じて入浴やシャワーが利用できるなどの配慮がされている。
□定期的に理美容をしている。
□寝具の日光消毒や衣類などを清潔に保つなど、衛生管理ができるよう支援している。また夜尿のある子どもについては、子どもの自尊心に配慮しながら支援している。
□施設内外における危険箇所等を把握し、子どもの発達段階に応じて、危険物の取扱いや危険な物・場所・行為から身を守るための支援を行っている。
□子どもの交通事故を防止するため、交通ルール等について日頃から子どもに教えている。
評価基準の考え方と評価の留意点
（１）目的
○本評価基準では、発達段階に応じて子ども自らが身体の健康に関する自己管理や衛生管理を行うことができるよう施設が行う支援について評価します。
（２）趣旨・解説
○身体の健康は、子どもの健全な発達の基本となるもので、第一に保障しなければならないものです。子どもは場合によっては、寒暖の感覚が鈍かったり、自分の体調の変化を適切に表現することができにくかったりします。子どもの健康面については、職員が十分に配慮しなければなりません。
（３）評価の留意点
○健康の保持や衛生管理について子どもが理解し、その方法を身につけることができるような支援が行われていることを評価します。
○なお、本評価基準では、病気だけではなく清潔や安全（事故防止）を含む取組を評価します。
Ａ㉘　Ａ－２－（５）－②　医療機関と連携して一人ひとりの子どもに対する心身の健康を管理するとともに、必要がある場合は適切に対応している。
	【判断基準】
ａ）一人ひとりの子どもに対する心身の健康を管理するとともに、必要がある場合は適切に対応している。
ｂ）一人ひとりの子どもに対する心身の健康を管理し必要がある場合は対応しているが、十分ではない。
ｃ）一人ひとりの子どもに対する心身の健康管理が行われていない。


評価の着眼点
□子どもの平常の健康状態や発育・発達状態を把握し、定期的に子どもの健康管理に努めている。
□あらかじめ関係機関の協力が得られるよう体制整備をしている。
□健康上特別な配慮を要する子どもについては、医療機関と連携して、日頃から注意深く観察し、対応している。
□受診や服薬が必要な場合、子どもがその必要性を理解できるよう、説明している。服薬管理の必要な子どもについては、医療機関と連携しながら服薬や薬歴のチェックを行っている。
□職員間で医療や健康に関して学習する機会を設け、知識を深める努力をしている。
評価基準の考え方と評価の留意点
（１）目的
○本評価基準では、子どもの健康管理について日常的な子どもの健康状態の把握状況や、医療機関との連携等について評価します。
（２）趣旨・解説
○施設入所前の不適切な養育環境により、心身の健全な発達を阻害されている子どもたちが多くいます。職員は一人ひとりの状態を常に把握し、健康な生活を送ることができるよう、支援をすることが求められます。
○子どもの健康状態は、日々変化します。病気やケガだけでなく、心の悩みや友人関係のつまずきや家族関係等で健全な状態が急変することもあります。健康管理は、日頃から注意深く観察することで適時に適切な対応が求められます。
○子どもの体調に変化のあった時は、職員間で情報交換をし、職員の勤務の交替（あるいは担当者の交替）があっても、確実に継続して支援を行える体制を整えなければなりません。
（３）評価の留意点
○身体的な健康だけでなく、心理・情緒面での健康にも配慮した支援が行われているかを確認します。
○子どもが自分の体調や病気、障害についてことばで表現でき、必要な治療や服薬についても理解できるよう支援が行われているかにも留意します。
Ａ－２－（６）性に関する教育 
Ａ㉙　Ａ－２－（６）－①　子どもの年齢・発達段階に応じて、他者の性を尊重する心を育てるよう、性についての正しい知識を得る機会を設けている。
	【判断基準】
ａ）他者の性を尊重する心を育てるよう、性についての正しい知識を得る機会を設けている。
ｂ）他者の性を尊重する心を育てるよう、性についての正しい知識を得る機会を設けているが、十分ではない。
ｃ）性についての正しい知識を得る機会を設けていない。


評価の着眼点
□他者の性を尊重し、年齢相応で健全な他者とのつき合いができるよう配慮している。
□性をタブー視せず、子どもの疑問や不安に答えている。
□性についての正しい知識、関心が持てるよう、年齢、発達段階に応じたカリキュラムを用意し、支援している。
□必要に応じて外部講師を招く等して、性教育のあり方について学習会などを職員や子どもに対して実施している。
評価基準の考え方と評価の留意点
（１）目的
○本評価基準では、子どもの性に対する正しい理解を促すための取組を評価します。
（２）趣旨・解説
○いのちの教育の一環として性教育があることを理解する必要があります。様々な生育環境から自己否定感が強く、自分の生に自信を持ちにくい子どもたちが、性への興味を糸口にして、自分自身のいのちと向き合うことは重要な意味を持ちます。そしてそのことを大前提として、他者のいのちも尊重できるようになる支援が求められます。
○児童養護施設における性教育は、自立と共生の力を育てることを基本的な考え方として年齢、発達段階に応じて性についての正しい知識、関心が持てるよう支援していくことが求められます。
○また、実生活の上でも年齢にふさわしい関係において他者の性を尊重し、思いやりのある心を育てるよう、性について正しい知識を得る機会を設けることが必要です。
（３）評価の留意点
○集団生活において、年長の子どもから年少の子どもへの性的な加害・被害関係が起こることのないよう、異性間のみならず、同性間においても日常生活場面での十分な注意が行われているかを確認します。
○日頃から職員の間でも性教育のあり方等について検討し、必要に応じて勉強会を行う等の取組が必要です。
Ａ－２－（７）自己領域の確保 
Ａ㉚　Ａ－２－（７）－①　でき得る限り他児との共有の物をなくし、個人所有とするようにしている。
	【判断基準】
ａ）でき得る限り他児との共有の物をなくし、個人所有とするようにしている。
ｂ）でき得る限り他児との共有の物をなくし、個人所有とするようにしているが、十分ではない。
ｃ）でき得る限り他児との共有の物をなくし、個人所有とするようにしていない。


評価の着眼点
□子どもが小さい頃から、自他の境界線がわかるような支援方法を心がけている。
□身につけるもの、日常的に使用するもの、日用品などは、個人所有としている。
□個人の所有物が保管できるよう個々にロッカー、タンス等を整備している。
□紛失防止のためにも、個々の子どもたちに片付け方を教えている。
□個人所有の物は、でき得る限り子どもの好みを尊重している。
□まだ字が読めない子どもに対しては、イラストマークを使用するなどして、所有物がわかる工夫をしている。記名やマークは、でき得る限り子どもからの許可を得、子どもが恥ずかしがらなくても済むような場所に留める。
評価基準の考え方と評価の留意点
（１）目的
○本評価基準では、子どもの所有物ができる限り共有ではなく個人所有にできるように施設で行っている工夫や取組を評価します。
（２）趣旨・解説
○個人所有は子どもの自己形成にとって大切です。自分一人の物に対しては愛着を抱きやすく、所有物の管理も自ら行うことによって、紛失しないように整理整頓する成長の機会を促します。自分の物を大切にできないと他者の物や公共物を大切にする心は養われません。
○児童養護施設では、管理のしやすさから、物を共有することがあります。しかし、個人の身につけるもの、食器などのように日常的に使用するもの、シャンプー等、個人の好みが反映しやすい物は、子どもがこだわりを持つ場合がよくあり、大事にするべき点です。
（３）評価の留意点
○個人所有のものについては、「これは自分のもの」、「あれは○○ちゃんのもの」というように自他の区別をつけるために記名することが大切です。しかし、衣類の記名が外からわからないようにするなど一定の配慮が必要なことにも留意します。
○衣類、お茶碗などは、記名されていなくとも誰のものかわかるくらいに、個別性への配慮が必要です。
○好みに個人差があるものについては、個人所有とすることで自己領域の確保を図ることが大切にされているかを評価します。この際、日用品を子どもに小遣いで購入させることが無いようにし、子どもの好みに応じて選択できるように用意していることにも留意します。
Ａ㉛　Ａ－２－（７）－②　成長の記録（アルバム等）が整理され、成長の過程を振り返ることができるようにしている。
	【判断基準】
ａ）成長の記録（アルバム等）が整理され、成長の過程を振り返ることができるようにしている。
ｂ）成長の記録（アルバム等）が整理されている。
ｃ）成長の記録（アルバム等）が整理されていない。


評価の着眼点
□子ども一人ひとりに成長の記録（アルバム等）が用意され、空白が生じないように写真等の記録の収集、整理に努めている。
□成長の過程を必要に応じて職員と一緒に振り返ることができ、子どもの生い立ちの整理につながっている。
□可能な子どもとは共に、成長の記録（アルバム等）を整理している。
□アルバム等は年齢や状況に応じて個人が保管し、子どもがいつでも見ることができる。
□子どもが施設を退所する時に、成長記録（アルバム等）が手渡されている。
評価基準の考え方と評価の留意点
（１）目的
○本評価基準では、成長の記録（アルバム等）が整理され、子どもが成長の過程を振り返ることができることはもとより、その作成の過程で子どもたちの生い立ちが整理されることにつながっているかを評価します。
（２）趣旨・解説
○子どもが成長を振り返り、自分の生い立ちを確認することは、アイデンティティーの確立のために重要です。そのためにも成長の記録（アルバム等）が整理され、個人が所有し、適時振り返ることできることが大切です。
○複雑な生い立ちを抱えている子どもが少なくありません。子どもが安心できる職員と共に、成長の過程をたどることは、子どもにとって自らの命を肯定するきっかけになります。
○子どもの気持ちに寄り添い、子どもの人生を共感的に理解することが大切で、そのことを通して職員との絆も深まります。
○必要に応じて職員と共に振り返ることが大切です。その子と関係がまだ浅い場合は、成長の過程に触れ、どんな「想い」で育ってきたのかを知ることができます。また、永くその子とかかわっている職員ならば、その子への「想い」を語ってあげることも大切です。
（３）評価の留意点
○施設に来てからの成長の記録にとどまらず、保護者等や過去に養育にあたった人に協力を求め、生まれてから現在までの成長の記録が整理されているかを確認します。
○可能な子どもとは少なくとも年に一回、誕生日の頃などに成長の記録（アルバム等）を共に作る機会を設けるなど、子どもが思いの丈をじっくり語ることのできる機会を設けていることを評価します。
○子どもが成長の記録（アルバム等）を振り返りたい時に、いつでも見ることができる環境があるかにも留意します。
Ａ－２－（８）行動上の問題及び問題状況への対応 
Ａ㉜　Ａ－２－（８）－①　子どもの暴力・不適応行動などの行動上の問題に対して、適切に対応している。
	【判断基準】
ａ）子どもの行動上の問題及び問題状況に適切に対応している。
ｂ）子どもの行動上の問題に対応しているが、問題状況の対応は十分でない。
ｃ）子どもの行動上の問題及び問題状況に対応できていない。


評価の着眼点
□施設が、行動上の問題があった子どもにとっての癒しの場になるよう配慮している。また、周囲の子どもの安全を図る配慮がなされている。
□施設の日々の生活が持続的に安定したものとなっていることは、子どもの行動上の問題の軽減に寄与している。また子どもの行動上の問題が起きた時も、その都度、問題の影響を施設全体で立て直そうと努力している。
□不適切な行動を問題とし、人格を否定しないことに配慮をしている。職員の研修等を行い、行動上の問題に対して適切な援助技術を習得できるようにしている。暴力を受けた職員へ無力感等への配慮も行っている。
□くり返し児童相談所、専門医療機関、警察等と協議を重ね、事態改善の方策を見つけ出そうと努力している。
評価基準の考え方と評価の留意点
（１）目的
○本評価基準では、行動上の問題をとった子どもへの対応だけでなく、損なわれた秩序の回復、一緒に暮らす成員間の関係修復、生活環境の立て直し、暴力を受けた職員への配慮など子どもの行動上の問題により引き起こされる状況への対応について評価します。
（２）趣旨・解説
○子どもの多くは根底に人間不信を抱え、他の子どもと良好な関係を築いていくことが困難です。家庭的養護が推進され職員の存在が身近になる中で、子どもは抱え込んでいた「怒り」の感情を暴力という形で職員に表出するようになりがちです。
○暴力や不適切な行動をとる子どもへの対応だけでなく、一緒に生活して被害を受けた子どもへの対応も同時にすることが必要です。望んで施設入所したのではないのに、守られるはずの場所で暴力にさらされてしまうからです。また、被害を受けた子どもの保護者等への説明も必要です。
○子どもの暴力が自分自身に向かってくることも職員にとってはとても辛いことであり、大きな無力感に職員がさいなまれることもあります。
（３）評価の留意点
○子どもが行動上の問題をとった場合に、その問題の背景や原因について十分な検討が行われているかを評価します。子どもが訴えたいことの受容と、行動上の問題の表出を許容してしまうことを混同しないことに留意が必要です。
○パニックなどで自傷や他害の危険度の高い場合には、タイムアウトを行うなどして子どもの心身を傷つけずに対応するとともに、周囲の子どもの安全を守ることも必要です。
○行動上の問題のある子どもの特性等についてはあらかじめ職員間で情報を共有化し、連携して対応できるようにしておくことや、くり返し児童相談所、専門医療機関等と協議を行うなどの対応を評価します。
Ａ㉝　Ａ－２－（８）－②　施設内の子ども間の暴力、いじめ、差別などが生じないよう施設全体で取り組んでいる。
	【判断基準】
ａ）子ども間の暴力、いじめ、差別などが生じないよう施設全体で取り組んでいる。
ｂ）子ども間の暴力、いじめ、差別などが生じないよう施設全体で取り組んでいるが、十分でない。
ｃ）子ども間の暴力、いじめ、差別などが生じないような取組が行われていない。


評価の着眼点
□人権に対する子どもの意識を育むよう支援をしている。日頃から他人に対する配慮の気持ちや接し方を職員が模範となって示し、子どもへ説明をしている。
□問題の発生予防のために、施設内の構造、職員の配置や勤務形態のあり方についても点検を行っている。
□生活グループの構成には、子ども同士の関係性、年齢、障害などへの配慮の必要性等に配慮している。
□課題を持った子ども、入所間もない子どもの場合は特別な配慮が必要となることから、児童相談所と連携して個別援助を行っている。
□大人（職員）相互の信頼関係が保たれ、子どもがそれを感じ取れるようになっている。子ども間での暴力やいじめが発覚した場合については、施設長が中心になり、全職員が一丸となって適切な対応ができるような体制になっている。
評価基準の考え方と評価の留意点
（１）目的
○本評価基準は、子ども間の暴力、いじめ、差別などが施設内で生じないようにするための予防策や、発生した場合の対応策や問題克服は向けた施設の取組などを評価します。
（２）趣旨・解説
○暴力や不適切な行動をとる子どもへの対応として、「悪いことは悪い！」と毅然と伝え、そうした行動を起こすに至った心情にも目を向けます。子どもにとって信頼できる職員は、悪いことは悪いと言い、守るべき時は守り、子どもの心情をしっかり受けとめてくれる職員です。
○小規模化が進む中では、職員一人で小規模グループ全体の生活援助を担う場面が多くあるため、子どもが暴れだし対応に苦慮するとき、どのようにSOSを出すのか、またSOSを受けて、誰がどのように対応するのかなど、職員間の協力体制を築いておくことが求められます。
（３）評価の留意点
○子ども間の暴力やいじめ、差別などが生じないよう、日頃から他人に対する配慮の気持ちや接し方、人権に対する意識を施設全体に徹底しているかを評価します。
○子どもの遊びにも職員が積極的に関与するなどして子ども同士の関係性の把握に努め、いじめなどの不適切な関係に対しては適時介入することができているかも確認します。
○子どもは周囲の大人の関係から人との関係性を学ぶため、職員の人間関係にも留意します。
○また、子ども同士のいじめや暴力が発覚した場合の対応についても職員間の連携や施設長の役割等、あらかじめ体制を整えておくことを評価します。
Ａ㉞　Ａ－２－（８）－③　虐待を受けた子ども等、保護者等からの強引な引取りの可能性がある場合、子どもの安全が確保されるよう努めている。
	【判断基準】
ａ）保護者等からの強引な引取りの可能性がある場合、施設内で子どもの安全が確保されるように努めている。
ｂ）保護者等からの強引な引取りの可能性がある場合、施設内で子どもの安全が確保されるように努めているが、十分ではない。
ｃ）保護者等からの強引な引取りの可能性がある場合、施設内で子どもの安全が確保されるような取組を行っていない。


評価の着眼点
□強引な引取りのための対応について職員に周知徹底している。
□引取りの可否等について、児童相談所との連絡を適宜行い、判断が不統一にならないようにしている。
□緊急時には協力を依頼できるよう、警察との連携を図っている。
□強引な引取りが考えられる場合、他の子どもへの安全についても配慮がされている。
評価基準の考え方と評価の留意点
（１）目的
○本評価基準では、保護者等からの強引な引取りがあった場合の対応について施設の取組を評価します。
（２）趣旨・解説
○保護者等からの強引な引取りから子どもを守るため、児童相談所との連携が不可欠となります。施設の家庭支援専門相談員と児童相談所の児童福祉司は日頃から連携を密にし、保護者等の情報を共有しておくことが大切です。
○地域小規模児童養護施設や分園型グループホームでは、保護者等の強引な引取りに対応することが困難です。保護者等の面会は本体施設で行ったり、場合によっては所在地を明かさないことも必要です。
○強引な引取りには、施設からの強引な連れ出しや通学途上の連れ去り、面会外出や外泊から施設へ戻さない、などが含まれます。
（３）評価の留意点
○保護者等からの強引な引取りの可能性がある場合には、あらかじめその際の対応について職員間で検討し、統一的な対応が図られるよう周知徹底しているかを評価します。
○生活する場所が安全であることを、子どもが意識できるように支援していくことを確認します。
○児童相談所との連携や緊急の事態に備えて地域の警察との情報交換を日頃から行っているかにも留意します。
Ａ－２－（９）心理的ケア 
Ａ㉟　Ａ－２－（９）－①　心理的ケアが必要な子どもに対して心理的な支援を行っている。
	【判断基準】
ａ）心理的なケアが必要な子どもに対して心理的な支援を行っている。
ｂ）心理的なケアが必要な子どもに対して心理的な支援を行っているが、十分ではない。
ｃ）心理的なケアが必要な子どもに対して心理的な支援を行っていない。


評価の着眼点
□心理的な支援を必要とする子どもについては、自立支援計画に基づき心理支援プログラムが策定されている。
□施設における職員間の連携が強化されるなど、心理的支援が施設全体の中で有効に組み込まれている。
□心理的なケアが必要な子どもへの対応に関する職員研修やスーパービジョンが行われている。
□必要に応じて心理の専門家から直接的支援を受ける体制が整っている。
□心理的支援を行うことができる有資格者を配置し、心理療法室を設置している。
□児童相談所と連携し、対象となる子どもの保護者等へ定期的な助言・援助を行っている。
評価基準の考え方と評価の留意点
（１）目的
○本評価基準では、虐待体験、分離体験などによる心理的なケアが必要な子どもに対する心理的な支援について、自立支援計画に基づく心理支援プログラムの策定とそのプログラムによる心理的支援の実施状況等を評価します。
（２）趣旨・解説
○心理的支援の実施に当たっては、子どもの自立支援計画に明確に位置づけること、児童相談所等と連携しその指導・助言に基づくことに努めること、専用の部屋および設備を用意すること等が要件となっています。また、職員間の連携、ケース会議への出席、相談や助言、研修、さらに保護者等への心理的支援も求められています。
○施設では、虐待等により心的外傷等を受けた子どもに、遊戯療法、カウンセリング等の心理療法を行い、心理的困難を改善し、安心・安全感の再形成、人間関係の修正等を図る目的で、心理担当職員を配置することができます。
○心理担当職員は施設の必要に応じた任意配置であり、心理療法を行う必要のある10人以上がいることとされ、毎年実施計画書および報告書の提出が義務付けられています。
○心理療法担当職員は、大学で心理学を専修する学科等の課程を修め、心理療法の技術を有する者である必要があります。勤務形態は、常勤あるいは常勤的非常勤、非常勤いずれでもよいとされています。
（３）評価の留意点
○心理担当職員を核とし、施設全体で心理的支援の目的が共有され機能しているかを評価します。
Ａ－２－（１０）学習・進学支援、進路支援等 
Ａ㊱　Ａ－２－（１０）－①　学習環境の整備を行い、学力等に応じた学習支援を行っている。
	【判断基準】
ａ）学習環境の整備を行い学力に応じた学習支援を行っている。
ｂ）学習環境の整備や学力に応じた学習支援を行っているが、十分ではない。
ｃ）学習環境の整備や学力に応じた学習支援を行っていない。


評価の着眼点
□静かに落ち着いて勉強できるように個別スペースや学習室を用意するなど、学習のための環境づくりの配慮をし、学習習慣が身につくよう援助している。
□学校教師と十分な連携をとり、常に子ども個々の学力を把握し、学力に応じた個別的な学習支援を行っている。一人ひとりの必要に応じて、学習ボランティアや家庭教師、地域の学習塾等を活用する機会を提供している。
□学力が低い子どもについては、基礎学力の回復に努める支援をしている。
□忘れ物や宿題の未提出について把握し、子どもに応じた支援をしている。
□障害を持つ子どものために、通級による指導や特別支援学級、特別支援学校等への通学を支援している。
評価基準の考え方と評価の留意点
（１）目的
○本評価基準は、施設における学習環境の整備と学習支援について具体的な施設の取組を評価します。
（２）趣旨・解説
○学習支援において、物理的な学習環境ばかりに注目するのではなく、その子がその子らしく力が発揮できる事を願うかかわりが大切です。
○学力が低かったり、本来持っている能力を十分発揮できていない子どもであるため、潜在的可能性を引き出していけるように学習環境を整備していくことが求められます。
○低学力の原因は、自己肯定感の低さが一因として考えられ、落ち着いた生活環境の中で、職員や家族から共感され「大切にされている」と安心感を抱くことで、自己肯定感は育まれていきます。この育みは、自分の将来に希望を持ち、目標を立てて努力していく力の源となります。
○子どもの学習権を保障し、よりよき自己実現に向けて学習に対する子どもの意欲を十分に引き出すとともに、適切な学習機会を確保することが求められます。
（３）評価の留意点
○学習環境の整備として、一人ひとりのニーズに応じて、学習ボランティアや、家庭教師、地域の学習塾等を活用することも評価します。
○公立・私立、全日制・定時制にかかわらず高校進学について子どもの学習権が保障されているかを確認します。
○障害等により支援を要する子どもについては、通級による指導や特別支援学級、特別支援学校等へ通学できるよう、支援が行われているかを確認します。
Ａ㊲　Ａ－２－（１０）－②　「最善の利益」にかなった進路の自己決定ができるよう支援している。
	【判断基準】
ａ）子どもが進路の自己決定をできるように支援している。
ｂ）子どもが進路の自己決定をできるように支援しているが、十分ではない。
ｃ）子どもが進路の自己決定をできるように支援はしていない。


評価の着眼点
□早い時期から進路について自己決定ができるよう進路選択に必要な資料を収集し、子どもに判断材料を提供し、子どもと十分に話し合っている。
□進路選択に当たって、親、学校、児童相談所の意見を十分聞き、自立支援計画に載せ、各機関と連携し支援をしている。
□奨学金など進路決定のための経済的な援助の仕組みについての情報等も提供している。
□進路決定後のフォローアップや失敗した場合に対応する体制ができており、対応している。
□中卒児・高校中退児に対して、就労させながら施設入所を継続することで十分な社会経験を積めるよう支援している。
□高校卒業後も進学を希望する子どものために、資金面、生活面、精神的面など、進学の実現に向けて努力をしている。
評価基準の考え方と評価の留意点
（１）目的
○本評価基準では、学校を卒業する子どもの「最善の利益」にかなった進路の自己決定に向けた支援について具体的な取組を評価します。
（２）趣旨・解説
○子どもにとっての「最善の利益」を考え、施設の置かれている環境、子どもの希望と可能性、能力を把握した上で、進路選択への支援を考えることが大切です。
○そのためには多くの情報を集め、子どもに寄り添いながら進路を決定していくことが求められます。
（３）評価の留意点
○子どもの適切な自己決定を確保するためには十分な情報提供が行われているかを確認します。
○特に、進路選択という子どもの人生においてとりわけ重大な事柄について自己決定をしていくためには、必要に応じて親、学校、児童相談所との連携を図りながら、多様な判断材料を提示するとともに、子どもの不安を受け止めてきめ細かな相談、話し合いといった援助が必要なことにも留意します。
○あわせて、進路決定後のフォローアップや退学・就職等の進路変更等についても対応を評価します。
○通学手段や、学費の支援、アルバイトの奨励など、子どもの学習権を保障することが大切です。さらに高校卒業後も大学等へ進学を希望する子どもたちに進学の実現へ向け、特に資金面と生活面の支援が必要です。そのために、奨学金の活用や、保護者等への働きかけ、支援者を募るなど、施設としての努力が行われていることを評価します。
Ａ㊳　Ａ－２－（１０）－③　職場実習や職場体験、アルバイト等の機会を通して、社会経験の拡大に取り組んでいる。
	【判断基準】
ａ）職場実習や職場体験、アルバイト等の機会を通して、社会経験の拡大に取り組んでいる。
ｂ）職場実習や職場体験、アルバイト等の機会を通した社会経験の拡大に取り組んでいるが、十分ではない。
ｃ）社会経験の拡大に取り組んでいない。


評価の着眼点
□実習を通して、社会の仕組みやルールなど、自分の行為に対する責任について話あっている。
□実習を通して、金銭管理や生活スキル、メンタル面の支援など、子どもの自立支援に取り組んでいる。
□実習先や体験先の開拓を積極的に行っている。
□職場実習の効果を高めるため、協力事業主等と連携している。
□アルバイトや、各種の資格取得を積極的に奨励している。
評価基準の考え方と評価の留意点
（１）目的
○本評価基準では、職場実習や職場体験、アルバイト等の機会を通した施設による社会経験の拡大に向けた取組を評価します。
（２）趣旨・解説
○職場体験や実習は、子どもが仕事の内容を知る意味でも、また自分の適性を知る意味でも大切な機会となります。
○アルバイトはお金を稼ぐ大変さを知る機会となり、責任が発生し自分の姿勢態度が問われます。また、遅刻、早退無断欠勤などをすれば、信頼を失いアルバイトの継続ができなくなります。アルバイトはそうした社会の仕組みやルールを実感する意味でも大切な機会となります。
（３）評価の留意点
○子どもは、施設を巣立つことに大きな不安を抱えています。自立へ向けて、計画的な準備が行われているかを評価します。
○仕事を通して、人間関係や責任を果たすことなど、今までにないストレスを抱える子どもに寄り添い、社会の中で自己肯定感を保てるよう、精神的な支えとなっているかにも留意します。
Ａ－２－（１１）施設と家族との信頼関係づくり 
Ａ㊴　Ａ－２－（１１）－①　施設は家族との信頼関係づくりに取り組み、家族からの相談に応じる体制を確立している。
	【判断基準】
ａ）施設は家族との信頼関係づくりに取り組み、家族からの相談に応じる体制づくりを確立している。
ｂ）施設は家族との信頼関係づくりに取り組んでいるが、家族からの相談に応じる体制は十分ではない。
ｃ）施設は家族との信頼関係づくりに取り組んでいない。


評価の着眼点
□施設の相談窓口および支援方針について家族に説明し、家族と施設、児童相談所が子どもの成長をともに考えることを伝え、家族と信頼関係を構築できるよう図っている。
□家庭支援専門相談員の役割を明確にし、施設全体で家族関係調整、相談に取り組んでいる。
□面会、外出、一時帰宅などを取り入れ子どもと家族の継続的な関係づくりに積極的に取り組んでいる。
□外出、一時帰宅後の子どもの様子を注意深く観察し、不適切なかかわりの発見に努め、さらに保護者等による「不当に妨げる行為」に対して適切な対応を行っている。
□子どもに関係する学校、地域、施設等の行事予定や情報を家族に随時知らせ、必要に応じて保護者等にも行事への参加や協力を得ている。
評価基準の考え方と評価の留意点
（１）目的
○本評価基準では、施設が家族との信頼関係づくりに取り組み、家族からの相談に応じる体制（ファミリーソーシャルワーク機能）を確立しているかについて評価します。
（２）趣旨・解説
○親、家族と子どもの関係調整には、支援方針を明確にし、家庭支援専門相談員を要にした相談窓口を設けて支援体制を整える必要があります。そして家族には子どもの成長をともに考え協力し合い常に相談に応じることを伝え、日常的に信頼関係づくりに努めます。そして、児童相談所等とも情報の共有化を図り、連携して家族と子どもとの関係調整に取り組みます。
（３）評価の留意点
○家庭支援専門相談員の役割が明確にされ、家族関係調整や相談受付が重要な機能として位置づけられているか、児童相談所や保護者等の居住する市町村との連携の状況を確認します。
○個別の事例を参考にして、具体的な取組を記録や聴取で確認します。
Ａ－２－（１２）親子関係の再構築支援 
Ａ㊵　Ａ－２－（１２）－①　親子関係の再構築等のために家族への支援に積極的に取り組んでいる。
	【判断基準】
ａ）親子関係の再構築等のために家族への支援に積極的に取り組んでいる。
ｂ）親子関係の再構築等のために家族への支援に取り組んでいるが、十分ではない。
ｃ）親子関係の再構築等のための家族への支援に取り組んでいない。


評価の着眼点
□家庭支援専門相談員を中心に、ケースの見立て、現実的な取組を可能とする改善ポイントの絞り込みを行うなど、再構築のための支援方針が明確にされ施設全体で共有されている。
□面会、外出、一時帰宅、あるいは家庭訪問、施設における親子生活訓練室の活用や家族療法事業の実施などを通して、家族との関係の継続、修復、養育力の向上などに取り組んでいる。
□児童相談所等の関係機関と密接に協議し連携を図って家族支援の取組を行っている。
評価基準の考え方と評価の留意点
（１）目的
○本評価基準では、親子関係の再構築のために家族支援を積極的に行っているか。また、支援にあたって児童相談所等の関係機関と密接に連携して取り組んでいるかを評価します。
（２）趣旨・解説
○施設の最も重要な目標として親子関係の再構築が挙げられます。施設入所は子どもの最善の利益を念頭に置いた関係再構築の出発点であることを認識して、ケースの見立て、改善すべき課題は何かを絞り込み、児童相談所等との合意形成と連携を行い、多面的に家族支援を行うことになります。また家族支援の核として家庭支援専門相談員を位置づけ、施設全体で取り組む必要があります。
○ただし、保護者等の「不当に妨げる行為」があるケースでは、「親子関係の再構築」よりも「入所している子どもの安定した監護」の確保が優先となる場合があるので、こうしたケースには留意が必要です。
（３）評価の留意点
○個別の事例を参考にして、具体的な取組を聴取や記録で確認をします。
○家庭支援専門相談員を核とした再構築に向けた支援計画が明確であり、施設全体で共有化され取り組まれているか評価します。
○支援内容の共有が、児童相談所や保護者等の居住する市町村と図られ、連携して家族支援に取り組んでいるか評価します。
○必置ではありませんが、家族交流・宿泊施設があり、積極的な活用をされているかを参考にします。また、家族療法事業に取り組んでいるかも参考にします。
Ａ－２－（１３）スーパービジョン体制 
Ａ㊶　Ａ－２－（１３）－①　スーパービジョンの体制を確立し、職員の専門性や施設の組織力の向上に取り組んでいる。
	【判断基準】
ａ）スーパービジョンの体制を確立し、職員の専門性や施設の組織力の向上に積極的に取り組んでいる。
ｂ）スーパービジョンの体制を確立し、職員の専門性や施設の組織力の向上に取り組んでいるが、十分ではない。
ｃ）スーパービジョンの体制が確立していない。


評価の着眼点
□スーパーバイザーを配置し、いつでも相談できる体制を確立している。
□職員に対するスーパービジョンを定例的に行い、職員がひとりで問題を抱え込まないように、スーパーバイザーなどを通じて、組織としての働きかけをしている。
□スーパーバイザー以外にも職員相互が評価し、助言し合うことを通じて、職員一人ひとりが支援技術を向上させ、施設全体の支援の質を向上させるような取組をしている。
□スーパーバイザーは、職員からの信頼が得られるよう、研修に参加するなど質の向上に努めている。
□国が定める基幹的職員を設置している。
評価基準の考え方と評価の留意点
（１）目的
○本評価基準では、施設がスーパービジョン体制を確立し、職員の支援技術の向上や組織力の向上に取り組んでいる状況について評価します。
（２）趣旨・解説
○職員一人が子どもの問題を抱え込み、バーンアウトしたり、被措置児童等虐待が起きないようにするため、人材育成の面からも権利擁護の面からも施設におけるスーパーバイズ体制の確立は必要です。
○平成21年度より、自立支援計画の作成･進行管理、職員の指導等を行う「基幹的職員」を各施設に1名設置することができるようになりました。
○施設においては、スーパーバイズ体制を確立するとともに、職員相互に評価し、助言しあうといったチーム支援の推進を図っていくことが重要です。
○さらに、スーパーバイザーは、職員からの信頼が得られるようにするため、外部研修に参加するなど、情報収集や技術の向上に努めていることが必要である。
（３）評価の留意点
○基幹的職員を設置している場合、チーム支援の体制として機能しているか、またキャリアアップの仕組みとして位置づけられているかについて確認します。
○施設長、スーパーバイザー、基幹的職員等や心理担当職員は、研修の他に必要に応じて外部の専門家等によるスーパービジョンを受けているなどの取組も評価します。
別添６－２









